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ツールが次々と開発され、現在ではSSTEW （Sustained Shared Thinking and Emotional Well-being Scale 
for 2 -5 -year-olds provision）やECERS-R（Early Childhood Environment Rating Scale）、ITERS-R（Infant / 

















































































































2 H 座り込んでいるMの姿が目に入った 自分から椅子に座るまで無理強いせず様子を見守りたい
3 H しばらく座り込んだMの様子を見ていた Mの気持ちに変化がないか様子を見守りたい
4 M 自分から椅子に座ろうとする様子が受け取れなかった












10 H 再びMの横に座り「食べちゃおうよ」と声をかけた ポポちゃんといたい気持ちを共感しつつ少しでもいいから食べてほしい
11 M 唇をかみしめ、目に涙をためている
12 H 「ね、食べよう、あーん」と言いながらＭの口元に魚を運んだ 食べるきっかけを与えることで少しでもいいから食べてほしい
13 M その魚を払いのけ、魚が床に落ちてしまった
14 H 思わず驚いた声を出し、Mの顔を見ると Mの表情から気持ちを読み取りたい
15 M Mは呆然と固まって悲しそうな表情をしていた
16 M 目が合うと「やだやだ」と堰を切ったように大きな声で泣き出した
17 H Mを抱き上げその場から一旦離れた 安心させたい、落ち着かせたい
18 M 悲しそうに泣きながら「ポポちゃん…ポポちゃん…」とポポちゃんを指差した






















　　　　　 （保育経験年数構成比は、1 年以上 3 年未満が 8 名、3 年以上 5 年未満が 3 名、5 年以上
















と各コード番号における評価の分散を表 3に示す。表 3では、Aグループの保育士をA1 からA10ま
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